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総合成果
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立　　体　　角

投射カメラ

渡　辺　　要健築）

　冬は陽光降りそそぎ，夏ぱ

冷凍の日蔭を樂しめる小廣場が，

都心の高層建築の立並ぶ一角に能

率よく配置されたら、部市生活1まい

ちぢるしく健康なものになるだろう．

また住居の設計ぱ，年面翌婁の堀にとど

あないで，最小の費用て快適な明るさと日
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　立腿角投射の法則は建築における探光照明，機械工學

における汽罐の傳熱，窯業における櫨の問題等の考察に

適用されるが，筆者は建築における（i）日照，日射（ii）

甕光照度および書光率，（iii）輻射熱に關する問題等を野

象として，これらの諸聞題の研究に資するため」こ，3種

類のカメラを考案した．これを「立膣角投射カメラ」と

名付け，さらに型式によつてこれをAI型・AH型およ

びB型と呼ぶことにしたが，以下このカメラの理論と設

計と懸用について遮べてみよう．

1：立匹角投射の法則

　この法則は周知のものであるが，順序として一一懸説朗

する．第1圏において光源面Sを等輝度完ゑ援散面光源

とし，次に被照平面（照される画）丁士の…鮎0を申心

として中脛aの球面を考え，0を頂瓢とし面Sを底と

する錐鰹が球面によつて切られる面をS’とし，丁準面

土におけるS「の正射影をSoとする．そ5すると面S

　　　　　　　　　　第1圖

．による0職の照度Eは下式で表わされる．ただしB

は光源面dSの輝曳である．

　　　E＝・BSn／aユ．．　．．．．、，．．．，，，＿．．、．．　　　　〔1）

　つぎに全天室による0鮎の照度E。は，So＝πa：で

あるから

一一mo　　　闘　　？　．1

　　　　　照を保鐙するところまて進め

　　　　たいものである．このカメラの

　　　考案嵐罰倒な立熾角投射理鵬を

　　手樫に現實の間罵に遍用する途を開

　　いた．日照，日射，霊光照明の問顕を．

　鯉決するものぽ，もはや天浄的段計者の

蹴のみてはない．

　　　Eo＝πB＿．＿＿．＿，，．．．．．．＿＿＿＿．．．＿（2）

となる．したがつてE／Eeの値を％で表わせば下式がえ

られる．

　　　．Ud＝q＝EEo・100＝So！（πa2）dOO［％］，．．（3）

　（3）式におけるUdが0鮎の直接書光率である．

　以上が立護角投射の法則によるE及びUdの求め方

である．輻射熱の問題を取扱うときに使われ7形態係敷

（あるいは角關係ともい5）と呼ばれるものは，上式のe

のことである．要するにある鮎の照度，畳光牽，輻射受

熱量などを求めるにはSoの面積を求めればよい．また

後で述べるよ5に日當りの問題を解くにはSoの面積は

不必要であつて，その形がわかればよいのである．

2・1；AI型カメラの理論

　第2圖において半径aの牛球面をGとし，被照面丁

は0鮎にピソホールのある薄い不透明板とする．被窩鰹

　　　　　　　　　　　　　　　　∫から0魅に入

　　　　　　　　　　　　　　　　射した光が，コ「干

　　　　　　　Z　　　　　　　　面に封して被窩艘
　s
　　　　　　　　　　　　　　　　と反樹側にある藺

　　　　　　　　　　　　　　　面反射鏡Rに當

　　　　　　　　　　　　　　　　t），正反射して丁

　　　　　　　　　　　　　　　雫面に投影したS

　　　　　　　　　　　　　　　　の像をSo’とする．

　　　　　　　　　　　　　　　Soは立踵角投射

　　　　　　　　　　　　　　　　の法則によるT

　　　　　　　　　　　　　　　卒面上の被窩睡S

　　　　　　　l　　　　　　　　の投影像であるか

　　　　　　第2圓．　　　　　ら

　　　So＝・S．t＿＿＿．＿．＿．．＿　　　　　．』（4）

であるとすれば，S。’の像を求めると（3）式のUdを算

出することができる．したがつてこの條件を浦足するよ
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うな反射鏡．Rの形を求φればよい　ところが弐の微分

方程式

器（a2　L－　2ar）調読壌＋ノ（a，－2ar）…（5）

　　ただレ　rt～〆娯‡ッ2，　a＝＝E≧球の孚脛　　　　’

　　　　　　　　　　x
’の解曲線を，Y軸（第2圖ではOZ軸に重ねて）．原馳

を℃とする）を軸としてユ80◎廻韓して得られる曲面

が求める反射面（R）である．

　　したがつて原馳OVI：　u“ソホールをあけ・・この反封面

　によ・り丁李面上に得られる甕像がSo’‘（すなわちSo）

である．この場合すなわち煎型カメラで1±　S’が垂天室

の場合に最大甕像が得られて，S）tはaを孚径とする牛
　　　　　　　　　　　　　t
圓形をなすわけである．

　2・琴：今II型キメラの理諭　　　　　　　　t

　AI型カメラb．全然同一の理論に立脚したものである

が．異る黙はA∬型は完全な圓（全圓）に窟るようにし

た黙であゐ．そのために（5）式の解曲線をY軸（第2

圖ではOZ軸）を軸として36P°廻韓してできる曲面を

反封面とした．，したがつて，このカメラで撮影すれば全

天室にある被窩膣を一一一ffにキヤッチすることができる．

2・3：B型カメラの理論

　第3圖に事いて0貼を中心とし牟径σなる孕球面G

を描き，0を通る卒．

面をYとする．被窩
　　　　　　　　　、　　　　　　　　Z

9Sから蝋のピ　　”i
ソホール妻通つて入・

射・した光が曲面反封　’　S　　’　　　　G

鏡Rに當り，正反射

・してY　21s面に席『 `l鎚　　α一・
な．T卒面に投影し

たときQ　Sの像を
Sotとする．　S、，．＝　Sol

となるようにすれば

i葦像So’を求めると

0融のUdの値を求’

めることができる理

である．したがつて

　dr－y［ri（k2　一一2kx－a：’）十S2（2　r十a）ar2r3a］　’‘

　　但し　r＝～／取8＝孚球の申脛

　　　　　K＝〆十〆（k・－2x）々十ツ2（a十2〆＞a

　　　　　k＝y，T2挙行線間の距離

の解曲線R（第3圖）を，OZ軸を軸として180°廻鱒

　　　　　　　　　　　　　　es　3圖

この條件を満足する曲面反射鏡Rを求めればよいこと

になる．　　　　　　　　　　　　　　t

　その結果を示すと次の微分方程式

4・ノπ［紹曲2］一〔r3（k－・）（r＋a）　＋・K〕．（6）

挿灘縄

甲
！

・塗催耕鋭

　　して得られる曲面が，求める反射曲面である．この曲面

　　によつて得られるSDtの最大なi書像は，輕aめ孚圓

　　形であつて，S’が登天室の場合である．

．　　a＝1，た乞1．5iとしてXJyの値を敷値積分法によつて

　　解くと，曲面の形はAI型及び今II型では底の淺い椀型・

　　とな1り，B型でば逆立した徳利型となる．上述の2っの

　　微分方程式の解曲繍寓ju値積分を行う際の始めの條件

　　によつてその曲線形が異るから，カメラの製作上都合の　　、

　　よい形をえらばねぽならない。　　　　　　　　　　t

鉢カメラの螺　　　　・
　立髄角投封カメラの設計・製作に當つて考えなければL

ならない事は，（i）カズラの取扱いや撮影操作が不梗で

ないこと，，（ii）精度の高いこと，等が學げられる．筆者

はこれらの諸條件をなるべく滞足するよ5にした．でぎ

上つた3種のカメラはいずれもピソホ”ルカメラであ
る．

　A工型はできるだけ聲像が大きく且正確となるように

したものであつて，このカメラによる最大豊｛象は牟脛

ユ00mmの孕圓である．これによつて垂天室内にあるす

ぺての被富隆を撮影することができる．これには八ツ切

1乾抜を使用する．AII型はi甕像の大さは牛樫50　mm、の

全圓である・すなわち全天室が一度に撮影できる．これ

にはキャビネ型フィルムを使用する．B型の最大豊像の

大きさは牛径78mmの孕圓であつて，撮影範團（すな

わち爲角）ばAI型とほとんど同じである・キャビネ型

フィルムまたは乾板を使用する．

3・2：カメラに尉する簑者の希望

　上記のカメラはいわば試作品であって，これを随所に

持蓮んで被窩薩をキャッチするには少し嵩張る．またピ

ンホールカメラであるから，萌るさは普通のカメラに較

べて著しく暗い（詳細は後述する）からスナップには不

　向きである．’もつともスナップがきかない事はこのカメ

・tラの性質上飴り問題とするには當らないth；，ピント硝予

を覗いて貝るときと，撮影のときと使い分けるためピソ

　ホールの口脛は大小2種類位は欲しい．大きさはせめ

て6×6版．できればライカ版とする事は筆者年來の希

墓であるが，種々の事情（主として製作費がないため）

　のため今日までこの希望が實現されないのは極めて遺憾

　である．

8
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3・3．AI型カメラの設計とその性能

前に述べた方針にしたがつて設計試作し“g　41型カメ

ラ¢糧晒圖を口糟窟眞③に示す．同④はその外翻であ

る．ボデイは全部金麗板製．0は直径約O．6・mmのピソ

本一ル・Rはrッケルメr・キの反射曲面鏡Dは窩箕乾板’

（またはゼyトグラ盈）rFは取枠に相當する．、0　th、ら入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

バ， 卜．　　　’」’k
　　　　・」　1k．

d
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射した光はRにおいて正反射して乾板Pに像を結ぶ．

　水4窩角約180°，垂直窟角約79°，豊儀は羅100mm

の牛圓．焦黙距離f’＝120～135mm．明るさF≒210．

　3・4：AII型カメラの設計とその性能

　All型はAI型の攣形である．　AI型は前記εと鳶り

水雫窟角がユ80Qであるから，全天室を1圓で撮影する

ことはできない．つまり2回の撮影を行わねばならぬ．

さらに撮影操作上にも多少不便な勲を襲見したので，

B型を設計したが，B型には反射曲面製作上に難黙があ

tl　tた窟角はAI型とほとんど同じであろのでさらに

AII型を製作した．このカメラの反射曲面は　AI型と

全く同じであるから，AII型と呼ふことにした．

　A工1型もピンt．　一一ルカメラであつて，ピソホールの直

径は約0．3mm，カメラー“geの大さは縦横各約ユ85mm，

高さ約70m皿であつて，第4～5圖に示すこときもの

であろ．第5圖の上画は取枠兼カメラの蓋，申圖はその

簡面，下圖は反射曲面鏡である．

・瀞r『 購婆概鐸

第4圖　AII型カメラの外齪

霧▽

　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　旧5mm

　　　　　第5圖　An型ヵメラの構遣

　反射曲面鏡はレソズ用硝子塊を椀型に加工して所定の

凹曲面Rとし，これに銀メッキをほどこす．坂枠は全

部薄鋼板製で，その上面には第5圖に示すごとくピソホ

rル0をあける．この上面の板はなるべく薄く旦つ完

全ZF面であることが望ましいので，厚さ約素mmの薄鋼

板を用いた・取枠にはキャビネ型カットフィルムを納め

る．なおこのフィルムの代りに感光エマルジヨソの薄膜

のみを使用する方法もある．
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　水準窩角360°，垂直窟角約80°，書像は牛径50mmの

全圓，焦黙踵離ノ’＝　60・v85　rnm，明るさF≒230．窟角

が大きく全天室を一度に撮影できることはAn型の特長

である．

3・5：B型カメラの殿計とその性能

第6圖にB型の断面圖，第7圖に外鐵を示す．ボデ

OI　　－一
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第6．圖　B型カメラの構邉

算7圃　B型カメラの外掘

選

げw
残鰍

で，取枠等すべて全金罵製である．Oは直径約O．6mm

のピソホー・し．尺は反射曲面鏡，Pは窩眞乾板（又はフ

tルムパック）Lは水平ネヂ〔3個），Bはビソホール

を保護する蓋である．水干方向（HO）からピンホールに

入射した光は反射曲面鏡Rで正反射し，感光板D上の

瓢H，に像を結ぶ．同様にして天頂方向（ZO）から入射

した光はZ’に結陳する．Rは金囑製で銀メッキが施し

てある．

　水弔窩角約ユ8G°，垂直窩角90°．蜜像は牛脛78　mmの

tPPt．焦黙距離f’≒150～170　mm・明るさF≒260・　AI

型カメラ同様に垂天室内にあるすべての被罵瞳を一度に

撮影することができる．
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ン　　　4：3種のカメラの性能菱生かした使い方　　　　　一

　　　　上に蓮べたように3種のカメラはそれぞれ多少その性
：t・・＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　能が異るから，，その特徴を生かして使うのがよい。被窟

翻　　膣とカメラとの幾何學的關係倖置（普璋カメラでいえば

∵　　　Vンズの窟角とかアオリの利かし方に相當する）によつ

　　　で適當なもめを選定して使ぢととが塑ましい．

、，　　AI型は被窩膣の仰角が絵り小さくない場合（約12°以

　　　上）に適當である．
tt

J．　　　AII型礪仰角についてはAI型≧同様である茄1回の

　　　撮影で全天室の被窩膣をキヤッチしたいときに用いる．

ti
@　　B型は仰角の小さい被窩盤を撮影する場合に好都合で

　　　ある，

5：ビンホールについて

　　　　ピンホ鮮〉レカメラは豊像の切れ込み（鮮鏡度）とその

　　　朗るさの貼では通常のレソズ系カメラに劣るが，映像に

　・　歪がなく，また定焦馳となつているから，立騰角投射カ

　　　メラの設計とその使用目的からはかえつて好都合であ

　　　る．

　　　　そこで鮮鏡像を得るにはなるべぐピンホールの口径の

　’　小さいことが盟ましいが，ある限度以上に小さくすると

　　　映像が非常に暗くなる・ぜンホールの孔の大さと明るさ

　　　との關係は，第8圖において，ピソホール0の面積をa；

　　　被窩騰はビソホー　り
タ

　　　ルから距ee　1にあ
　　　　　　　　　　　　ds
　　　つて面積S，カメ

　　　ラ方向の輝度をB
　　　とすると，u・yt．　S　　　　　器

　　　Pル内に封入する

　　　光は

　　　疵鍵欄トーP－一→耐
　　　がつて甕像面積を　　　　　　第8圖

　　　S’とすると，その明るさは
　　　　　　　BSa，／（12S’）．．．．．．．．．．．．．．．／一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（7）

　　　に比例する．ぜンホe－．ル遜ら結像面までの距離をmと

　　　すると，結像面と被窟騰とが挙行なときは

　　　　　　　，s／S’＝12／〃12

　　　であるから，この場合の嫁の明るさは

　　　　　　　BSa／（12s’）＝Ba／m2．．．．．．＿＿＿＿＿．一（8）

、　　に比例する，しかるに上式のa／　m2はそれぞれのカメラ

　　　によつて一定値となつているから，一定のカメラでは，

　　　像の朗るさは被爲膿の輝度に比例するわけである．すな

　　　わちぜソホールカメヲでは光の攣質がなく，また甕像の

’　　朗暗の調子は被寛睦のそれと同じ關係を保つ。いまピソ

　　　tr・　・一ルの牛径をrt一直脛を4とすれば’

　　　　　　　a／甥’＝π（プ／m）2：＝π14・（d／m）2．．＿＿∴・…（9）

　　　ず　　，　　　　　　　　　　　　　
　　　ジ
∵　　∴⑩・、　　　　　t　・・
撫噌、！u　t“：己な“1、、包．t、、　、r、∴　、、，、桟、、、　・・1

　・：1甫宅、－　T／］・　’・　．㌣　ttt’　”　11’　”t　：；・、回翫：：　∴

　　　t－　　　，　　　　　　　1…　　　　、　　・　／／　　　K　乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「i’s　　　　　　　　　tJ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　’　　　　　　　　　　M

　　　　　　　　　　　　　　dT　生産薪魏

　　となるから，像喫萌るさは召に比例し，M2に津比例ず　　響

　る．この値はピソ未一ルカメラの朗るさの挫度を示すの　　’　’1ii

　に都合がよい．　　　　　　　　　　　　　　、，

　　しかし撮影角度が大きくなると寳面の周園部分の朗る

　さは
　　　　　B・dS・c・s・e・ti／（12dS’）．．．＿＿＿＿＿∴（10）、

　に比例して暗くなる．（第8齢照）

」　i次に甕豫の鮮鏡度について考えてみよ5．第9圖に示r

　　　　　　　　　，　　カメラ　　すごとくdをピソー

ト乙一十一m－・1
　　　・　　第9圖
　　　　Q＝d（1十m）／1．．．．．．．．．＿．．＿．．．．．．．．．．．．．＿（11）

　被爲禮が相當に遠踵離にあると・Qはピソホe・・ルの形

にほとんど等しくなる．したがつてこのボケを小さくし

て，しかも鮮鋭像を得るには，ピソホPルの口脛を小さ

く・すればよいが，ある限度以下になると光の廻折作用の

ためにかえつて甕像の鮮鏡度が劣つてくる．その蜜用的

直as　d（mm）は下式で求めたものが適営であるといわれ，

ている．ただしノ’は焦鮎踵離（ゆ），F，は300mm程
度の場合である．1）’

　　　　d＝ノ’IF．．．．∴．．．．．．．．．．：．．．．－t．．．．．．．．．．．．．■■．一一，（12）

　AI型およびB型カメラでは，ノ’≒120～17G　mm程

度であるから，（12）式によつてdを求めると第1表の

ようになる．故にこの2種のカメラではd≒0．6mmと

したのである．

　　　　第1表ピンホールの適當な直径（d）
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撮影踵離mを結
像距離とすると，

被1窟睦の一ua　P

は弐式に示すごと

く直樫Qの圓に．

なり簑菱像はボケ
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AII型ではノ’≒60～85　mmであるから，第2表の計

算値を参考にして，この場合にはd＝O．3　rnmとした・

　　　　第2表ピン，ホールの適當な直裡（d）
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　筆者はこの程度のもので實際に撮影してみて可成り鮮

鋭な劃象を得ることを確めた．なおこの場合のレソズの

明るさはF；200～250程度であるから，ビソト硝子を

覗いて映腺を見るときには，もつと口脛の大きいピソホ

ールと交換すると便利である．

6：友射曲画鏡の仕上げとカメラの附属設備

　反射曲面鏡の表面は，通常の反射鏡と同様に銀メッキ

ならばよいが，仕上げが不完全だと早く酸化して反射牽

力悪くなるから注意を要する．aヅケルメッキをしてよ

く奮けば十分に役立つことも確めた．これならば長持ち

する．まhカメラの付随設備として傾斜計・水準器・磁

石が必要である．これでカメラを任意の傾斜と方位に据

付けることができる．

7：感用例

　［例口　日照への礁用：第10画は西向の室の窓際

（壁面の方位が約S18°W）にある机（高さ82　cm）と

第10闘

窓とその外景を，唱通のカメラ（この菰？はスーパーシ

ックス）で撮影したものである．いま第10FIHの机上

（床上8／）　crn，窓中心線上壁面から1．mの距離）に立薩

角投射力Stラを水平に置いて撮影．，Lる乙蕩11圖の様

になる．圃中の曲線群は東京に密ナる太陽つ日週軌道曲

線であつて，一年中の代表日として立春・春分・立夏・

夏至・立秋・秋分・立冬・冬至の8日を取つて記入した

ものであろ．

　これらの曲線のうちで第11圖の書面の室の書tw．PS’に

ある部分が，撮影勲が日照を受ける（日が當る）時間を

示す．たとえばVI月21’日（夏至）には絡日日照がな

く，春秋分の日〔III月21日，IX月23日）｝：は初射

時刻13h38mから終射時刻14h50mまで日照があ
り，その日照時間は1時間】2分であることがわかる．

〔阻型カメラによる］
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　　　　　　　　　第11圖
　【例2】　日照への蹟用：第12圖では南北に走る街路

の向側に建ち並んだ建物が造る複雄なスカイライソが，

街路二於ケ，レ日照時間

　　　　　　　z

　　5　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　髄

　　南北：走，し街路’西側歩道・日照

夏至…初射騎釧815嗣tnt隅q｝…日照時闇75時間

春歓分…Morg3朝93｛r磯K隅町1…日照騎間　5肝間

冬至…紛射碕Slloh　1桐m隅時1…日照時間4嚇間

　　　　　　　　　第ll圃
いま考えている場所のE當tN’：及ぼす影響を知るために

AI型カメラを錯直（感光板が鉛直となる意）に置いて窟

した窟眞である．岡中の3本の直線は，右から夏至・春

秋分・冬至の太陽の日週軌道を示すものであつて，夏至

には直射日光の初射時刻は8hユ5m，春秋分には9h

30m．冬至には10hであることなどがわかる．

　【例3コ日射への懸用：ある場所で交げる一日間とか

夏季・冬季聞の日射：．Jr幾許であるかを求めるには，ま

ず上例と同様にしてその場所にカメラを置いて窟貫をと

t）これによつて所定の日の初射及び絡射時刻を求める，

次ぎに豫め作嬰してあるその日の絡日の目射グラフ中に

初射と絡射時刻を記入してその日照時間中の受熱量を計

算する．したがつて日射への懸用は結局は初射と終射時

刻をカメラによつて知るだけのことであろからこれ以上

説明する必要はあるまい．

　【圃4】甕光率への撫用；室内のある場所が明るいか

暗いかは，その場所の蜜光率の多寡による．書光率の定

義ば（3）式に示してあるが，置光照明設計においては
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（3）式の砺が適當な値になる檬に窓の大さを設計せね

ばならない．第3表は豊光による必要照度と聲光牽の値

である．

　第3表　甕光照度と書光率（ただし全天聖

　による霊光照度E，，＝5，0001．vとする）

翫　　　　　　　　明　　　1照度’t＝）寮光卒（％「）

細字は讃みずらく，暗く感ず
る（最低限度）．

緬字は讃める．ご鰹通の執務iこ
差支えない．

1C～20　　　　0．2～〕．4

60～75　　1　1．2～1．5

普通の執務に適嘗．

精密作業に必要な値．

15C～250　．　3．0～5．0

500以上　10．0以上

　まずこれだけの前置きをして，書光牽への鷹用例を示

そう（カット滲照）．5個の窓をもつ室のP黙にカメ7

を置いて撮影したものであつて，窓面積をプラ＝メー，”

一・ ﾅ測ると，5f固の窓面積の合計So＝23．・1・cmiとなる．

故に〔3）式から

　　　Ud一幕・・。・一謙・・。・－7…％

となる．　〔AI型カメラによる〕

　したがつていま天室輝度B＝O．3c！cmEとすればP鮎

第13圓

生　産　研　究

　の照度は

　　　　　E＝0．3×π×IO9×0曾0745三7021x

　であることがわかろ．

　　【例5】聲光率への感用：第13圖は或る建物の中庭

　停所定の紘置にAII型カメ．ラを水李に置いて撮影したも

　の，この天室部の面積S、1を測ると，その場所の聲光率

　が求められる．この場．合はS．1＝75．7　crnL’『（iあつて，

　Ud＝24．1％　いま天室輝度B＝O．3　ctcrn2，中庭壁面の雫

　均反射率ρ＝0．2とすればこの場合の書光牽は

　　　　　Ud＝24．：→一（10G－24．1）×0．2

　　　　　　＝24．1十15．18＝＝39．28，‘

　書光照斐は

，　　　　　　　　E；　O．3×π×10，×0．3928≒3，700Lr

　　【例6〕書光率への廠用：表紙窩眞は前例と同檬に巾

　庭のある場所の豊光隼を求めるため，AI型カメラを2

　回1吏犀して揖影したもの．室の部分の面di　Sn　，＝96．8　cnlL’，

　故にtrd＝31．41％となる．

　　〔例ア】輻射受勲への廠用：完全接散性の爾物ee　F【，

　Ftの表画の絶封温度をそれぞれT，pT．・とし，輻射常数

　をCl，　C1とすれば，輻射面Flから受熱面ろ上の一黙

　が受，ナる轍寸エネルギーは

　　　　　Q＝p・・C：1［（71ユ00）4－（T』／100〕’il　dl・』

　但しCl：＝CICt．．（）bである，ここにCfiは完至黒薩¢輻

　　　　　射常数とする．したがつて上例の方法によつて

　　　　　SIを求めると，（3）式からpがわかるから，

　　　　　結局t？が求められる。これは汽確撚境室内に

　　　　　おける火床と受熱鮎との問題を解く場含とか，

　　　　　建築では前面の家が火事で燃焼するときに受け

　　　　　ろ輻射熱量を計算して，延燵の危険芝を豫測す

　　　　　る場含など｝こ適用される．筆春は東京，川崎，

　　　　　名古屋，廣島等にお；ナる火災實験の際の輻射受

　　　　　tA、、について，立謹角投射法則とこのカメラを便

　　　　　用したが，その詳細は省略する．（1950．2．2S）

　　　　　　　交　　隙
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